
品　　名
-SulfoBiotics- Protein Redox 
　　　State Monitoring Kit

容　　量 希望納入価格 メーカーコード
5 Samples ¥18,000 SB11

5 Samples ¥23,000 SB12

URL http://www.dojindo.co.jp/  E-mail info@dojindo.co.jp Free dial 0120-489-548   Free fax 0120-021-557

-SulfoBiotics- Protein Redox State Monitoring Kit
-SulfoBiotics- Protein Redox State Monitoring Kit Plus

レドックス応答性タンパク質解析キット

コード
343-91731

340-91741

・タンパク質のSH基数が目視で分かる
・ウエスタンブロット解析が可能（Kit Plus）
・使い切りタイプで操作が簡便

新製品

-SulfoBiotics- Protein Redox 
　　　State Monitoring Kit Plus

本製品は東京工業大学の久堀教授、原特任助教らにより開発された製品です。

　タンパク質システインのチオール基（SH基）修飾は、代表的な翻訳後修飾の一つであり、生体内のレドックス変化に応答
して生じます。近年、このようなSH基の修飾が、転写やタンパク質発現、細胞死などの様々な細胞応答を制御していることが
明らかにされてきています。SH基の翻訳後修飾によるタンパク質の機能制御を理解するためには、個々のSH基の酸化還元
状態を解析することが必要不可欠です。
　本製品を用いることで、タンパク質のSH基のレドックス状態を電気泳動法により可視化することが可能です。さらにKit Plus
においては光分解機能があり、電気泳動後にラベル化試薬を切断することが出来るため、ウエスタンブロット法に適用可能です。
※Kit Plusは、動物細胞用に最適化されています。

キット原理
Protein-SHifterの解析原理

　マレイミド基を有する Protein-SHifterはタンパク質の SH基と反応
することで、結合したタンパク質の分子量を増加させます。そのため、
タンパク質の SH基数は Protein-SHifterの結合数に応じて、異なる
バンドとして分離することが可能となります。
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図 1.  電気泳動によるタンパク質 SH基数の可視化

ラベル化 電気泳動
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20 Samples ¥50,000 SB12346-91743-SulfoBiotics- Protein Redox 
　　　State Monitoring Kit Plus
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1）記載価格は本体価格のみで、消費税等は含まれておりません。
2）記載価格はこのパンフレット編集時(2014/12/12)における
　 希望納入価格です。
　 予告無しに変更する場合がございますのでご注意ください。
3）試験・研究用です。医薬品としては使用できません。

-SulfoBiotics- Protein Redox State Monitoring Kit

-SulfoBiotics- Protein Redox State Monitoring Kit Plus

精製タンパク質はこちら！！

ウエスタンブロットまで行いたい方はこちら！！

Trxの SH基ラベル化による分子量変化
Protein-SHifterによるラベル化で、GAPDHの SH基数に応じた
バンドシフトが確認された。

Protein-SHifterの結合数に応じた分子量の増加が確認された。

GAPDHチオールの酸化剤応答
酸化剤である Diamideや H2O2刺激に応答して、HeLa細胞中の
GAPDHの SH基が酸化されていることを確認した。

GAPDHの SH基数の可視化

Protein SHifter Plusを用いたウエスタンブロット

Protein-SHifter Plusの解析原理

Protein-SHifter Plusでラベル化した GAPDHを電気泳動にて分離
後、光切断することで転写効率が未処理のタンパク質 (レーン 1) と
同等であることを確認した。
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図 2.  Protein-SHifterでラベル化した GAPDHを電気泳動により
　　  分離した。

図 3.  Protein-SHifterでラベル化した Trxを 電気泳動により
        分離し、SH基数と分子量の関係をグラフ化した。

図 4.  ラベル化後の GAPDHを電気泳動により分離し、 光切断操作後に
        転写効率の差を比較した。

図 5.  酸化剤で刺激した HeLa細胞を破砕処理し、ラベル化した
        試料を電気泳動にて分離後、ウエスタンブロットにより
        GAPDHの SH基状態を確認した。

ラベル化 光切断 転写電気泳動
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